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※
令
和
６
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２

日
に
開
会
予
定
で
、
一
般
質
問
は
12
月

９
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
議
会
傍
聴
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
を
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
通
院
医
療
費
助
成 

高
校
生
ま
で
拡
大

  

令
和
７
年
度
中
に
実
施
予
定　

５
０
０
円
の
自
己
負
担
は
継
続

【
西
依
（
質
問
）】　

■
鳥
栖
市
か
ら
考
え
る
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
、「
育
児
負
担
の
重
さ
」
は
、

出
生
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
だ
と
思

わ
れ
る
。

　

子
ど
も
と
子
育
て
を
市
が
経
済
的
に

支
援
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
世
代
だ
け

の
話
で
は
な
く
、
鳥
栖
市
に
と
っ
て
の

「
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

鳥
栖
市
に
お
い
て
も
、
近
隣
自
治
体
の

よ
う
に
、
子
ど
も
医
療
費
の
通
院
に
か

か
る
助
成
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡
大
し

て
は
ど
う
か
。（
下
図
黄
色
の
部
分
）

【
部
長
（
答
弁
）】

■
高
校
生
を
も
つ
子
育
て
世
帯
の
さ
ら

な
る
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
高
校
生

の
通
院
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

拡
大
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
度
中
の
実
施
に
向
け
て
、
具
体

的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
必
要
と
な
る
費
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
５
年
度
の
中
学
生
通
院

の
医
療
費
助
成
の
実
績
を
参
考
に
い
た

し
ま
す
と
、
５
，
７
０
０
万
円
程
度
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

新
鳥
栖
駅
周
辺
調
査
業
務
と
は

【歳出】（主な事業）
・鳥栖まちづくり推進センター建設        550 円
・佐賀県東部環境施設組合負担金       2637 万円
・新鳥栖駅周辺整備事業　　　　        944 万円
・市民文化会館改修事業　　　　1 億 4360 万円
      ( 昇降機設置事業 )

通院 入院 通院 入院

鳥栖市 医療費助成なし

みやき町
1ヶ月1医療機関2回目
まで各500円を上限に

自己負担

基山町 無料 無料 無料 無料

上峰町 無料 無料 無料 無料

高校生 小学校就学前・小学生・中学生

1ヶ月1医療機関1,000
円を自己負担

1ヶ月1医療機関2回目
まで各500円を上限に

自己負担

1ヶ月1医療機関1,000
円を自己負担

鳥栖三養基地区の子どもの医療費助成の現状

【
部
長
（
答
弁
）】

　

※
藤
田
議
員
一
般
質
問
よ
り

■
新
鳥
栖
駅
東
側
に
つ
い
て
は
、
新
幹

線
駅
の
広
域
性
や
拠
点
性
と
い
っ
た
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
お

ら
ず
、
都
市
的
土
地
利
用
に
向
け
た
市

街
地
整
備
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
新
鳥
栖
駅
周
辺
調
査
業
務

に
お
い
て
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
観
光
商

業
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
企
業
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
、
当
該
地
域
の

開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
企
業
進
出
誘
致

の
可
能
性
、
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
作
成
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想

と
実
現
化
方
策
案
を
も
と
に
広
域
交
流

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
市
街
地
整
備
に
向

け
、
関
係
機
関
や
地
元
と
の
協
議
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新鳥栖駅周辺整備事業（調査業務委託料）  944万円

【
西
依
（
質
問
）】　

■
民
生
委
員
等
の
負
担
軽
減
と
担
い
手
不

足
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
民
生
委
員
等

の
活
動
を
補
佐
・
サ
ポ
ー
ト
す
る
協
力
員

制
度
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

新
た
な
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
に
も
な

る
の
で
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
民
生
委
員
等

は
欠
員
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
の

で
、
協
力
員
を
確
保
す
る
こ
と
は
同
様
に

困
難
で
あ
り
ま
す
。

　

協
力
員
制
度
の
導
入
を

【
西
依
（
質
問
）】　

■
民
生
委
員
等
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

市
主
催
の
講
演
会
や
役
員
の
あ
て
職
な
ど

の
参
加
協
力
要
請
を
一
旦
整
理
し
て
は
ど

う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
民
生
委
員
等
が
参
加
さ
れ
て
い
る
各
種

委
員
関
係
会
議
・
研
修
へ
の
参
加
状
況
は
、

令
和
５
年
度
で
延
７
０
日
、
延
委
員
７
６

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

講
演
会

・
研
修
な
ど

　

参
加
協
力
要
請
の
整
理
を

地
元
企
業
へ
の
協
力
依
頼
を

【
西
依
（
質
問
）】

■
民
生
委
員
等
の
就
任
に
対
す
る
協
力
を

地
元
企
業
に
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
厚
生
労
働
省
の
検
討
会
資
料
の
中
で
、

施
策
の
検
討
の
方
向
性
と
し
て
地
域
企
業

等
と
の
連
携
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
元
企
業
に
担
い
手
の
協
力

を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
動
へ
の
理

解
を
促
し
、
働
き
な
が
ら
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
将
来
的

に
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
今
後
、
国
の
議
論
整
理
の
状
況
を

注
視
し
て
ま
い
る
と
と
も
に
、
企
業
・
団

体
に
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
る
他
自
治
体

の
情
報
を
収
集
し
研
究
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】　

■
働
き
な
が
ら
活
動
で
き
る
民
児
協
を
目

指
し
て
、
定
例
会
の
平
日
夜
又
は
土
日
開

催
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
平
日
夜
又
は
土
日
開
催
に
つ
き
ま
し
て

は
、
世
代
間
及
び
健
康
状
況
等
に
よ
り
、

夜
は
控
え
た
い
方
や
土
日
を
貴
重
な
家
族

時
間
と
捉
え
る
方
な
ど
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
様
々
な
考
え
方
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
民
生
委
員
等
の
皆
様
の
ご

意
見
を
広
く
お
聞
き
し
て
ま
い
り
ま
す
。

働
ぎ
な
が
ら
活
動
で
き
る

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

一
方
で
、
そ
れ
以
外
の
各
種
講
演
会
等

に
つ
い
て
は
、
任
意
参
加
や
、
交
代
で
参

加
さ
れ
る
な
ど
、
民
生
委
員
間
で
調
整
を

さ
れ
て
お
り
、
充
て
職
の
状
況
も
含
め
、

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

来
年
度
の
小
学
校
水
泳
授
業

市
内
８
校
で
民
間
委
託
検
証

【
部
長
（
答
弁
）】

　

※
伊
藤
議
員
一
般
質
問
よ
り

■
水
泳
授
業
の
受
け
入
れ
可
能
な
学
校
数

の
確
認
や
、
施
設
の
広
さ
や
導
線
の
確
保
、

施
設
設
備
等
が
児
童
が
安
心
安
全
に
利
用

可
能
で
あ
る
か
の
確
認
、
児
童
の
移
動
に

関
す
る
課
題
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
の
状

況
に
合
わ
せ
た
協
議
調
整
等
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
令
和
７
年
度
以
降
の
水

泳
授
業
の
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年

度
の
若
葉
小
学
校
の
水
泳
授
業
と
同
様
の

検
証
を
行
う
た
め
、
民
間
事
業
者
の
プ
ー

ル
施
設
を
活
用
し
た
検
証
事
業
、
小
学
校

８
校
の
水
泳
授
業
に
お
い
て
実
施
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
民
生
委
員
等
の
方
々
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
現
況
調
査
を
行
い
、
民
生

委
員
等
の
今
後
の
活
動
の
在
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
や
、
来
年
に
行
わ
れ
ま
す
次
の

一
斉
改
選
に
向
け
て
の
課
題
を
把
握
す
る

こ
と
な
ど
、
民
生
委
員
等
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
た
め
の
活
動
内
容
の
見
直
し
や

担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
、
民
児

協
の
皆
様
と
共
に
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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12
月
議
会
一
般
質
問

【
西
依
（
質
問
）】

■
市
長
は
、
鳥
栖
市
の
近
年
の
少
子
化
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
た

れ
て
い
る
の
か
。
少
子
化
は
鳥
栖
市
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
。

【
市
長
（
答
弁
）】

■
本
市
の
出
生
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
３

０
年
頃
ま
で
７
０
０
人
台
で
推
移
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
６
０

０
人
台
に
低
下
し
、
令
和
５
年
度
は
５
０

０
人
台
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
進
展
に
よ
る
影
響
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
地
域
の
賑
わ
い
が
損
な
わ
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
が
低
下
し
、

長
期
的
に
は
労
働
力
の
不
足
や
経
済
成
長

の
鈍
化
、
社
会
保
障
制
度
の
維
持
が
困
難

に
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
近
年
の
出
生
数
の
減
少
に

つ
い
て
は
、
大
変
危
惧
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
抑

制
、
多
子
家
庭
等
へ
の
給
食
費
支
援
、
病

河内ダム拠点整備プロジェクト（案）

ま
ず
は
中
学
校
給
食
の
無
償
化
を

中
学
校
制
服
の
無
償
を

【
西
依
（
質
問
）】

■
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
ま
ず
は
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
約
１
億
３
千
万
円
の
財
政
負
担
が

見
込
ま
れ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
そ

の
実
施
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
現
在
、

予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
に
お
い
て

は
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
関
す
る
全

国
調
査
を
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
上
で
課
題
整
理
を
行
い
、
具
体
的
方

策
を
検
討
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
６
０
歳
以
上
の
方
の
就
労
率
が
高
く
な

り
適
任
者
を
探
し
に
く
い
現
状
を
考
慮

し
、
働
き
な
が
ら
活
動
で
き
る
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
（
以
下
民
児
協
）
を
目

指
し
、
定
例
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
報
告

書
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
ア
プ
リ
化
）、
研

修
資
料
等
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
等
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
検
討
で
き
な
い
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
本
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
（
以
下
民
生
委
員
等
）
の
年
齢

分
布
は
、
令
和
４
年
一
斉
改
選
後
の
令
和

５
年
４
月
で
は
、
６
０
歳
以
上
が
８
３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
方
々
の
大
部
分
も
高
齢
者
で

あ
り
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
対
応
が
主
体
で
あ

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
な
い
、

あ
る
い
は
必
要
と
し
て
い
な
い
シ
ニ
ア
層

の
方
々
も
多
数
お
ら
れ
、
操
作
が
難
し
く

負
担
に
感
じ
ら
れ
る
方
々
へ
の
配
慮
が
必

要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
負

担
軽
減
策
の
一
つ
と
し
て
、
調
査
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
の
出
生
率
目
標
10
‰

　

部
の
横
断
的
な
検
討
体
制
を

【
西
依
（
質
問
）】

■
鳥
栖
市
の
出
生
数
は
、
令
和
４
年
度

8.2
‰
（
パ
ー
ミ
ル
）
で
、
目
標
値
は
令
和

７
年
度
10
‰
と
な
っ
て
い
る
が
、
目
標
達

成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

国
は
「
地
域
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
よ
る
少

子
化
対
策
と
し
て
、
部
局
の
横
断
的
な
検

討
体
制
の
構
築
や
少
子
化
対
策
地
域
評
価

ツ
ー
ル
の
活
用
等
を
促
し
て
い
る
が
、
市

の
対
応
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
鳥
栖
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
改
訂
版
に
お
き
ま
し
て
、
年
齢
階

級
、
産
業
構
造
等
に
つ
い
て
人
口
動
向
の

分
析
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
分

析
を
踏
ま
え
、「
鳥
栖
発
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
戦
略
で
は
、
若
い
世
代
の
経
済
的

安
定
を
図
る
こ
と
や
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
魅
力
あ

る
教
育
環
境
の
整
備
等
、
鳥
栖
市
の
特

性
に
即
し
た
子
育
て
支
援
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
で
「
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
会
議
」
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
１
０
年
間
の
地
方
創
生
に
お

け
る
基
本
構
想
の
方
向
性
を
取
り
ま
と

め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
ツ
ー
ル
の
活
用

も
含
め
、
更
な
る
分
析
を
重
ね
、
国
の

基
本
構
想
を
踏
ま
え
た
総
合
戦
略
の
見

直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
の
鳥
栖
市
の
少
子
化

　

市
長
の
問
題
意
識
は

鳥
栖
市
か
ら
考
え
る

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

【
西
依
（
質
問
）】

■
経
済
的
負
担
軽
減
策
と
し
て
中
学
生
の

制
服
を
無
償
化
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
（
答
弁
）】

■
一
人
当
た
り
の
冬
用
と
夏
用
の
制
服
代

を
６
万
６
千
円
と
し
た
場
合
、
初
年
度
に

約
１
億
３
千
２
０
０
万
円
、
次
年
度
以
降

は
４
千
６
０
０
万
円
の
財
政
負
担
と
な

子
育
て
世
帯
バ
ス
無
償
乗
車
券
を

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年
鳥栖市 10.81 10.08 10.63 10.10 9.47 9.39 9.63 8.32 8.58 8.73 8.23

基山町 6.85 5.97 7.25 7.46 6.77 7.54 7.28 6.98 7.36 6.04 7.12

上峰町 9.27 9.10 10.64 11.34 8.67 11.67 9.75 10.09 9.21 9.65 9.83

みやき町 7.22 6.56 6.74 7.03 7.60 8.02 8.36 7.57 8.21 7.76 6.26
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人口千人当たりの出生率（単位：‰）
鳥栖市 基山町 上峰町 みやき町

児
保
育
施
設
の
施
設
整
備
の
支
援
と
い
っ

た
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備

の
た
め
の
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
施
策
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯

に
係
る
経
済
的
、
心
理
的
な
負
担
を
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
し

進
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
鳥
栖
市
で
子
供

を
産
み
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

民
生
委
員

・
児
童
委
員
の

負
担
軽
減

・
活
動
支
援
に
つ
い
て

り
、
毎
年
、
多
額
の
費
用
が
継
続
し
て
必

要
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
個

人
の
所
有
と
な
る
、
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
等
の

教
材
、
部
活
動
等
の
用
具
と
し
て
使
用
す

る
も
の
や
、
修
学
旅
行
費
な
ど
、
そ
の
教

材
、
用
具
そ
の
も
の
、
又
は
、
そ
こ
か
ら

生
じ
る
直
接
的
利
益
が
児
童
生
徒
個
人
に

還
元
さ
れ
る
も
の
に
係
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
校
納
金
と
し
て
保
護
者
負
担
を
お
願

い
し
て
お
り
、
制
服
に
つ
き
ま
し
て
も
、

基
本
的
に
は
保
護
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
か
ら
、
市
内
中
学

校
の
制
服
を
統
一
し
ま
し
た
。
校
区
を
越

え
て
制
服
を
譲
り
渡
す
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
環
境
へ
の
配
慮
や
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
も
寄
与
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】

■
鳥
栖
市
は
、
バ
ス
の
運
行
経
費
の
欠
損

補
助
に
毎
年
６
千
万
円
程
度
を
支
出
し
て

い
る
。
乗
っ
て
も
乗
ら
な
く
て
も
負
担
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
支
援
の
た
め
に
子
育
て
世
帯
バ
ス
無
償

乗
車
券(

未
就
学
児
同
伴
保
護
者
・
妊
婦)

を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
こ
れ
ま
で
の
西
依
議
員
の
ご
質
問
を
受

け
ま
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
移
動
支
援
に

つ
い
て
、
高
齢
者
福
祉
乗
車
券
と
同
様
の

方
法
で
の
実
施
に
つ
い
て
可
能
か
ど
う
か

検
討
し
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
対
象

者
や
利
用
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
に
設
定
す

る
の
か
難
し
い
部
分
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
に
よ
り
ま
す
移
動
支
援
に

つ
い
て
は
実
際
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
ど
の

く
ら
い
利
用
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
た

め
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
積
算
は
困
難

で
ご
ざ
い
ま
す
。

鳥栖市立中学校新標準服（令和５年度より）

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を


